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真新しいお神輿を担ぐ寺崎地区の子どもたち

◎主な内容

☆第１５回「笠間のまつり」‥‥‥‥‥Ｐ２

☆「エコフロンティアかさま」が開業‥Ｐ３

☆１０月１日は国勢調査の日‥‥‥‥Ｐ４

☆笠間市民展覧会・文化祭の日程‥‥Ｐ６

☆生涯学習だより‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ18

☆笠間ファン倶楽部‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ19

この夏

寺崎地区（行政区６７区）に

「子ども神
み

輿
こし

」がお目見えしました

人の融和を大切にする寺崎地区

地域コミュニティーの活性化に向け

季節をめでる地元シンボルの誕生です

（関連記事を１３ページに掲載）
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市
民
参
加
の
真
夏
の
祭
典
、
第
15
回

「
笠
間
の
ま
つ
り
」（
主
催
▽
笠
間
の

ま
つ
り
実
行
委
員
会
・
推
進
協
議
会
）

が
、
８
月
16
日
と
20
日
の
両
夜
、
笠
間

稲
荷
門
前
通
り
や
市
営
荒
町
駐
車
場
周

辺
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

16
日
に
行
わ
れ
た
の
は
、
灯と

う
ろ
う籠
流
し
。

会
場
と
な
っ
た
亀
ヶ
橋
北
公
園
（
市
内

赤
坂
）
に
は
、
夕
暮
れ
か
ら
続
々
と
市

民
が
詰
め
掛
け
、
そ
の
総
数
は
約
３
千

人
。
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込
め
て
、
川

面
に
灯
籠
を
浮
か
べ
、
し
め
や
か
に
祖

先
の
御み

霊
を
送
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
20
日
は
、
ま
つ
り
本
番
。
午

後
６
時
を
過
ぎ
る
と
、
本
場
青
森
の
人

形
ね
ぶ
た
２
基
、「
光
の
オ
ブ
ジ
ェ
」

と
呼
ば
れ
る
市
民
手
づ
く
り
の
創
作
ね

ぶ
た
や
扇
ね
ぶ
た
が
８
基
、
御お

ん
と
う

と
呼
ば
れ
る
市
民
手
づ
く
り
の
創
作
ね

お
ん
と
う

と
呼
ば
れ
る
市
民
手
づ
く
り
の
創
作
ね

灯
と
い

う
笠
間
独
自
の
担
ぎ
灯
籠
２
基
、
そ
し

て
、
地
元
の
神み

輿こ
し

６
基
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、

ま
つ
り
は
最
高
潮
に
。
威
勢
の
よ
い
ね

ぶ
た
囃ば

や

ま
つ
り
は
最
高
潮
に
。
威
勢
の
よ
い
ね

ば
や

ま
つ
り
は
最
高
潮
に
。
威
勢
の
よ
い
ね

子し

に
乗
っ
て
、「
ら
っ
せ
ら
ー
、

ら
っ
せ
ら
ー
」
と
高
ら
か
な
掛
け
声
と

と
も
に
飛
び
跳
ね
る
「
跳は

ね
人と

」
が
ま

つ
り
を
盛
り
上
げ
、
光
り
輝
く
一
大
パ

レ
ー
ド
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
人
出
は
、
約
３
万
５
千
人
。

猛
暑
の
中
、
神
輿
の
気
迫
、
ど
っ
し
り

と
重
い
太
鼓
の
音
、
幻
想
的
な
光
と
影
、

そ
し
て
市
民
の
熱
気
が
一
つ
と
な
っ
て
、

笠
間
の
一
夜
を
彩
り
ま
し
た
。

☆
跳
ね
人
コ
ン
テ
ス
ト
優
勝
団
体
／／

　

大
人
の
部
▽
愛
の
里
更
生
園

　

子
ど
も
の
部
▽
稲
青
倶
楽
部（
稲
荷
町
）

☆
光
の
オ
ブ
ジ
ェ
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
団
体
／／

　

ピ
ア
し
ら
と
り
（
筑
西
市
）

市民参加の真夏の祭典　第15回「笠間のまつり」
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融
炉
に
お
い
て
溶
融
処
理
さ
れ
ま
す
。

原
水
槽
容
量
／／

　

１
万
８
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル

処
理
能
力
／／

　

４
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
／／
日

ガス化溶融処理施設最終処分場廃棄物運搬車の通過禁止区域

　
「
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
」

の
管
理
事
務
を
行
う
ほ
か
、
様
々

な
空
間
か
ら
成
る
環
境
学
習
ゾ
ー

ン
を
設
け
、
循
環
型
社
会
の
形
成

に
向
け
た
学
習
活
動
を
展
開
し
ま

す
。
廃
棄
物
を
主
な
テ
ー
マ
と
し

た
学
習
を
基
本
に
、
地
球
環
境
問

題
ま
で
発
展
さ
せ
た
環
境
学
習
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

環
境
学
習
施
設
は
、
今
年
度
中

に
整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
「
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
」

へ
の
産
業
廃
棄
物
の
搬
入
に
当
た

っ
て
は
、
下
図
の
と
お
り
、
市
内

に
通
過
禁
止
区
域
が
設
定
さ
れ
ま

し
た
。
同
区
域
内
で
発
生
し
た
廃

棄
物
を
運
搬
す
る
車
両
以
外
、
こ

の
区
域
を
通
行
し
て
「
エ
コ
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
」
に
産
業
廃
棄

物
を
搬
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

埋
立
地
で
発
生
す
る
浸
出
水
は
、

速
や
か
に
浸
出
水
集
排
水
管
で
集

水
し
た
後
、
浸
出
水
処
理
施
設
に

導
き
ま
す
。
こ
こ
で
浸
出
水
を
放

流
基
準
値
ま
で
処
理
し
、
処
理
し

た
水
は
、「
友
部
・
笠
間
広
域
下

水
道
」
に
放
流
し
ま
す
。

　

ま
た
、
処
理
過
程
で
発
生
す
る

汚
泥
は
、
脱
水
処
理
し
た
後
、
溶

者
と
の
委
託
契
約
に
基
づ
き
、
埋

め
立
て
処
分
し
ま
す
。
埋
め
立
て

に
当
た
っ
て
は
、
廃
棄
物
の
飛
散

防
止
及
び
景
観
の
観
点
か
ら
、
即

日
覆ふ

く

土ど

防
止
及
び
景
観
の
観
点
か
ら
、
即

ど

防
止
及
び
景
観
の
観
点
か
ら
、
即

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
埋
立
地
底
部
等
に
多
重

し
ゃ
水
工
を
施
し
、
廃
棄
物
に
触

れ
た
水
（
浸
出
水
）
の
埋
立
地
区

域
外
へ
の
浸
透
を
防
止
し
ま
す
。

埋
立
地
面
積
／／

　

約
９
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル

埋
め
立
て
容
量
／／

　

約
２
４
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル

　

県
内
で
発
生
す
る
産
業
廃
棄
物

及
び
一
般
廃
棄
物
を
、
排
出
事
業

　

破
砕
等
の
前
処
理
施
設
と
、
ガ

ス
化
溶
融
施
設
か
ら
成
り
ま
す
。

前
処
理
施
設
で
は
、
破
砕
機
で
資

源
物
（
金
属
類
）
を
回
収
、
ガ
ス

化
溶
融
施
設
で
は
、
１
６
０
０
℃

以
上
の
高
温
で
ご
み
を
無
害
化
溶

融
処
理
し
ま
す
。
笠
間
市
の
ご
み

も
、
こ
こ
で
処
理
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
廃
棄
物
の
処
理
工
程
で

生
じ
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
収
し

て
電
気
に
変
換
し
、
各
施
設
の
電

力
を
賄
う
と
同
時
に
、
余
剰
電
力

に
つ
い
て
は
売
電
さ
れ
ま
す
。

溶
融
炉
処
理
能
力
／／

　

１
４
５
ト
ン
／／
日

　
（
72
・
５
ト
ン
×
２
炉
）

炉
形
式
▼
高
温
ガ
ス
化
直
接
溶
融
炉

「エコフロンティアかさま」が開業しました

　

公
共
処
分
場
「
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
」
が
、
８
月
１
日
に
開
業

し
ま
し
た
。

　

開
業
と
同
時
に
、
笠
間
市
の
ご
み
も
、
本
施
設
で
処
理
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
同
日
午
前
９
時
、
入
場
第
１
号
と
な
る
市
の
ご
み
収
集
車
が
計
量

を
済
ま
せ
、
溶
融
処
理
施
設
へ
向
か
う
と
、
居
合
わ
せ
た
職
員
た
ち
か
ら

拍
手
が
沸
き
起
こ
り
、
公
共
関
与
（
県
）
と
し
て
県
内
初
と
な
る
ご
み
処

理
施
設
の
門
出
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

本
施
設
は
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
先
端
技
術
を
導
入
し
て
整
備
さ
れ
、

循
環
型
社
会
形
成
の
推
進
拠
点
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
」の
主
要
施
設
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

ガ
ス
化
溶
融
処
理
施
設

最
終
処
分
場（
埋
立
地
）

浸
出
水
処
理
施
設

産
業
廃
棄
物
運
搬
車
の
通
過

禁
止
区
域
が
設
定
さ
れ
ま
し
た

管
理
棟
兼
環
境
学
習
施
設

「
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ア
か
さ
ま
」

住
所
▼
笠
間
市
福
田
１
６
５
〜
１

電
話
番
号
▼
（
70
）
２
５
１
１
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９
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
が
皆

さ
ん
の
お
宅
に
お
伺
い
し
、
世
帯

ご
と
に
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

調
査
票
を
配
布
し
ま
す

〜
調
査
の
流
れ
〜

　

調
査
票
が
お
手
元
に
届
い
た
ら
、

10
月
１
日
現
在
の
皆
さ
ん
の
状
況

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

記
入
い
た
だ
く
項
目
は
、
世
帯

全
員
の
男
女
の
別
、
出
生
の
年
月
、

就
業
状
態
、
通
勤
・
通
学
地
、
住

居
の
種
類
な
ど
、
全
15
項
目
で
す
。

調
査
票
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

10
月
上
旬
ま
で
に
、
調
査
員
が

調
査
票
を
受
け
取
り
に
伺
い
ま
す
。

調
査
票
を
回
収
し
ま
す

　

人
口
・
世
帯
数
の
速
報
は
、
今

年
12
月
か
ら
公
表
し
ま
す
。

　

ま
た
、
確
定
人
口
及
び
世
帯
数

に
つ
い
て
は
、
来
年
10
月
か
ら
順

次
公
表
す
る
予
定
で
す
。

集
計
・
公
表
さ
れ
ま
す

総務省統計局

▼▼▼
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日
本
で
最
初
に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
た
の
は
、
今
か
ら

85
年
前
の
１
９
２
０
年
（
大
正
９
年
）
で
す
。
以
来
、
５

年
ご
と
に
調
査
が
行
わ
れ
、
今
回
で
18
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
単
に
人
口
な
ど
を
調
べ
る
た
め
に
行
わ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
調
査
の
結
果
は
、
今
後
の

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
行
政
施
策
を
推
進
し
て
い
く
た

め
の
貴
重
な
基
礎
資
料
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
そ
れ
に
伴
う
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
な
ど
、
人
口
構
造
な
ど
が
大
き
く
変
化
し

つ
つ
あ
る
現
在
、
各
種
施
策
の
立
案
に
当
た
っ
て
、
我
が

国
の
最
新
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
国
勢
調
査
は
、
私
た
ち
の
将
来
の
生
活
を

支
え
る
た
め
の
、
必
要
不
可
欠
な
デ
ー
タ
に
な
る
も
の
な

の
で
す
。

行
政
施
策
に
必
要
不
可
欠
な
調
査
で
す

〜
統
計
で
見
え
る
現
代
、
見
す
え
る
未
来
〜

　

調
査
結
果
は
、
主
に
、
国
や
地

方
公
共
団
体
の
各
種
施
策
に
活
用

さ
れ
ま
す
。
議
員
定
数
や
地
方
交

付
税
交
付
金
の
配
分
を
決
め
た
り
、

都
市
計
画
や
防
災
計
画
、
経
済
政

策
を
立
案
し
た
り
す
る
と
き
の
基

礎
資
料
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
の
充
実
や
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境

の
整
備
な
ど
、
豊
か
な
福
祉
社
会

の
実
現
に
向
け
た
諸
施
策
の
基
礎

資
料
と
も
な
り
、
高
齢
者
や
子
ど

も
の
い
る
世
帯
な
ど
に
つ
い
て
の

統
計
を
、
地
域
別
に
提
供
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
将
来
人
口
の
予
測

や
人
口
分
析
な
ど
の
研
究
、
諸
外

国
と
の
比
較
な
ど
、
様
々
な
分
野

で
調
査
結
果
が
利
用
さ
れ
ま
す
。

各
方
面
で
利
用
さ
れ
ま
す

　

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

統
計
を
作
成
す
る
た
め
だ
け
に
使

わ
れ
ま
す
。
集
計
が
終
わ
っ
た
後
、

調
査
票
は
溶
解
処
分
さ
れ
、
再
生

紙
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
調
査
票
に
書
か

れ
た
こ
と
が
、
他
に
漏
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
安
心
く

だ
さ
い
。

調
査
票
は
溶
解
処
分
さ
れ
、

再
生
紙
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

▼▼

問
合
せ
先
▼
秘
書
企
画
課
統
計
担
当
☎
内
線
２
２
３

　

国
勢
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
、
調
査
員
が
受
持
ち

の
調
査
区
の
範
囲
を
確
認
し
な
が
ら
、
各
世
帯
に
「
調
査

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
」
と
い
う
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
９
月
下
旬
に
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
し

て
、
世
帯
ご
と
に
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。
調
査
票
が
届

い
た
ら
、『
調
査
票
の
記
入
の
し
か
た
』
を
よ
く
読
み
、「
ふ

だ
ん
住
ん
で
い
る
人
」
を
漏
れ
な
く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
人
と
は
、
10
月
１
日
現
在
、
日
本
に

①
既
に
３
か
月
以
上
住
ん
で
い
る
人

②
10
月
１
日
の
前
後
を
通
じ
て
、
３
か
月
以
上
住
む
こ
と

　

に
な
っ
て
い
る
人

を
い
い
ま
す
。

　

調
査
の
内
容
は
、
世
帯
全
員
に
つ
い
て
の
男
女
の
別
、

出
生
の
年
月
、
就
業
状
態
、
通
勤
・
通
学
地
、
住
居
の
種

類
な
ど
、
全
部
で
15
項
目
で
す
。

　

調
査
票
は
、
マ
ー
ク
・
数
字
記
入
方
式
に
な
っ
て
い
ま

す
。
該
当
す
る
項
目
の
下
に
付
け
ら
れ
た　

印
を
黒
鉛
筆

で　

の
よ
う
に
塗
り
つ
ぶ
し
た
り
、
数
字
を
記
入
し
た
り

し
て
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
調
査
票
は
、
機
械
で
集
計
し
ま
す
の
で
、
汚
さ

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
10
月
上
旬
に
調
査
員

が
受
け
取
り
に
伺
い
ま
す
。
記
入
に
関
し
て
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
調
査
員
に
遠
慮
な
く
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
調
査
結
果
を
他
人
に
漏
ら
し
た
り
、
統
計
を
つ

く
る
目
的
以
外
に
調
査
票
を
使
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
統

計
法
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
、
調
査
票

に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
伺
い
ま
す

10
月
１
日
、
全
国
一
斉
に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
を
対

象
と
し
た
大
規
模
な
統
計
調
査
で
す
。

す
。
該
当
す
る
項
目
の
下
に
付
け
ら
れ
た　

印
を
黒
鉛
筆

で　

の
よ
う
に
塗
り
つ
ぶ
し
た
り
、
数
字
を
記
入
し
た
り



6

南小学校

箱田小学校

箱
田
小
学
校
と
南
小
学
校

「
げ
ん
で
ん
科
学
技
術
振
興
事
業
」指
定
校
に
！

　

こ
の
ほ
ど
、
箱
田
・
南
小

両
校
が
、
第
８
回
「
げ
ん
で

ん
科
学
技
術
振
興
事
業
」
の

対
象
校
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

同
事
業
は
、
げ
ん
で
ん
・
ふ

れ
あ
い
茨
城
財
団
が
主
催
す

る
も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
の

科
学
に
関
す
る
研
究
を
支
援

し
、
独
創
性
と
豊
か
な
創
造

力
を
育は

ぐ
く

も
う
と
す
る
事
業
。

画
期
的
な
成
果
の
発
表
に
向

け
、期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

箱
田
小
学
校
の
取
組

　

研
究
に
取
り
組
む
の
は
５

年
１
組
。
ヒ
メ
ハ
ル
ゼ
ミ
な

ど
の
生
態
や
、
水
質
・
大
気

の
状
態
か
ら
現
況
を
把
握
し
、

豊
か
な
自
然
を
守
る
た
め
の

生
活
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
研

究
す
る
計
画
で
す
。
現
在
、

環
境
省
の
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ

ス
６
％
に
登
録
し
て
活
動
し

た
り
、
環
境
コ
ン
テ
ス
ト
に

参
加
し
た
り
し
て
、
環
境
に

優
し
い
生
活
を
実
践
中
で
す
。

南
小
学
校
の
取
組

　

現
在
、
５
年
生
41
人
に
よ

る
涸
沼
川
調
査
隊
を
組
織
し
、

水
に
関
す
る
体
験
学
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
、

生
活
排
水
に
よ
る
水
の
汚
れ

の
調
査
や
、
動
植
物
の
生
態

調
査
を
行
い
、
水
質
浄
化
の

意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、

家
庭
や
地
域
に
呼
び
掛
け
な

が
ら
、
地
域
の
自
然
を
守
る

活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

第３１回「笠間市民展覧会」

☆第３１回「笠間市民展覧会」
　９月２７日（火）～１０月９日（日）
☆盆栽展
　１０月１４日（金）～１０月１６日（日）
☆生け花展
　１０月２１日（金）～１０月２３日（日）
☆幼児作品展　☆高齢者作品展
　１０月２７日（木）～１０月３０日（日）
☆洋蘭展
　１１月４日（金）～１１月６日（日）
☆サークル作品展
　１１月１０日（木）～１１月１３日（日）
☆文化財愛護協会展
　１１月１６日（水）～１１月２４日（木）
☆定期講座作品展
　１１月１９日（土）～１１月２３日（水）

展 示 部 門
☆地区公民館芸能発表会
　１０月２日（日）午前９時～午後４時
☆市民音楽祭
　１０月１６日（日）午前１０時～午後３時
☆民謡・民舞発表会
　１０月２３日（日）午前８時３０分～午後５時
☆高齢者芸能発表会
　１０月２８日（金）午前８時３０分～午後４時
☆ニューサウンズオーケストラ発表会
　１１月５日（土）午後７時～９時３０分
☆吟詠剣詩舞発表会
　１１月１３日（日）午前９時～午後４時
☆虹の楽団発表会
　１１月２０日（日）午後２時～４時
☆笠間ミュージック・ソサエティ発表会
　１１月２３日（水）午後１時～５時

発 表 部 門

第２８回「笠間市文化祭」

◆会　　期：９月２７日（火）～１０月９日（日）
◆開催時間：午前９時～午後５時（最終日は午後４時まで）
◆会　　場：中央公民館
◆作品搬入：９月２４日（土）午前９時～午後３時
◆表 彰 式：１０月１日（土）午前１０時～
　　　　　　☆「語り部

べ

教室」発表会
　　　　　　☆「大正琴のぎくの会」発表会
　　　　　　☆善久（Ｚｅｎｋｙｕ）さんオカリナ＆ケーナコンサート

◆会　　期：９月２７日（火）～１１月２４日（木）
◆会　　場：中央公民館

日本画
洋　画

彫刻・立体造形
工芸デザイン
書　道
写　真



7

ご存知ですか？　クーリング・オフ制度

せ
、
大
使
の
制
服
を
着
て
、

笠
間
の
ま
ち
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

笠
間
を
、
よ
り
魅
力
あ
る
ま

ち
に
す
る
に
は
？

　

す
て
き
な
場
所
が
た
く
さ

ん
あ
る
笠
間
。
市
民
の
皆
さ

ん
と
一
体
に
な
っ
て
、
観
光

の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
け
ば
よ
い

の
で
は
、
と
思
い
ま
す
。

「
大
使
」と
し
て
の
抱
負
は
？

　

常
に
、
笑
顔
と
気
配
り
を

忘
れ
ず
、
観
光
地
・
笠
間
の

代
表
と
し
て
、
一
人
で
も
多

く
の
方
に
笠
間
を
知
っ
て
も

ら
い
、
ま
た
、
足
を
運
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

副
賞
の
旅
行
ク
ー
ポ
ン
で
、

ど
ち
ら
へ
？

　

家
族
で
北
海
道
に
旅
行
し
、

自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
、
の

ん
び
り
と
過
ご
し
た
い
で
す
。

今
、
一
番
欲
し
い
も
の
は
？

　

か
わ
い
い
デ
ザ
イ
ン
の
家

休
日
の
過
ご
し
方
は
？

　

休
日
と
い
う
よ
り
、
毎
日
、

子
ど
も
た
ち
と
散
歩
や
砂
遊

び
を
し
て
、
走
り
回
っ
て
い

ま
す
。
お
陰
で
、
日
焼
け
し

て
、
真
っ
黒
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

将
来
の
夢
は
？

　

十
数
年
後
、
自
分
の
娘
に

観
光
大
使
の
面
接
を
受
け
さ

か
さ
ま
観
光
大
使
を
紹
介

森
ま
ゆ
み
さ
ん
大　

橋
▼
Ｏ
型

双
子
座
・
31
歳

　最近、高齢者を中心とした消費契約トラブルが増えています。特に、無料のはずの点検
商法でねらいを定め、その後、業者が何度も訪問して、家の改築工事や床下換気扇の設置
といった高額な契約を誘う「次々販売」が問題になっています。こうした契約は、クーリン
グ・オフ制度で解約することができます。また、認知症など、判断能力が不充分な人を保
護・支援する制度として、「成年後見制度」もあります。

　訪問販売のように、突然現れた販売員
の巧みな話術にのまれ、その場で契約し
てしまい、後悔することがあります。こ
の制度は、指定商品の購入や工事請負契
約をした場合、書面で通知すれば無条件
で契約を解除することができるものです。

　クーリング・オフ制度は、すべての案
件に適用されるわけではありません。
３千円未満の商品を受け取り、代金を全
額支払ったとき、化粧品や健康食品等
の消耗品の一部を使ってしまったときな
どは、クーリング・オフができません。
その商品やサービスが本当に必要かどう
かよく考え、契約は慎重に行いましょう。

契約は慎重に　

① 契約書を受け取った日から、訪問販売や電話勧誘販売は８日以内、
内職・モニター商法、マルチ商法等は２０日以内に、書面で相手
業者に通知します。クレジット契約の場合は信販会社にも通知し
ましょう。
②記入した書面（はがき等）の両面をコピーし、自分の控えにします。
③ 記入した書面（はがき等）を持って、郵便局の窓口に行き、「配達記
録郵便」扱いで発信します。
④ 支払った金額は返還され、商品は着払いで返品できます。施工済
みの工事は、原状回復を要求できます。

記　載　例クーリング・オフとは

！

問合せ先：笠間市消費生活センター　TEL ７２－９９７７
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叙勲の書状を手にする川隅さん

腹話術で、交通安全を呼び掛ける婦警さん

川
隅 

景
明
さ
ん（
笠
間
）が
、
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

　

こ
の
ほ
ど
、川
隅
景
明
さ
ん（
笠

間
・
88
歳
）
が
、
学
校
教
育
に
対

す
る
永
年
の
功
労
に
よ
り
、
瑞
宝

双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
隅
さ
ん
は
、
昭
和
12
年
４
月
、

行
方
郡
太
田
尋
常
高
等
小
学
校
代

用
教
員
と
し
て
教
職
の
道
を
歩
み

始
め
、
新
治
郡
恋
瀬
農
業
青
年
学

校
教
諭
、
西
茨
城
郡
笠
間
青
年
学

校
教
諭
と
し
て
、
児
童
・
生
徒
を

熱
心
に
指
導
。
そ
し
て
、
茨
城
大

学
教
育
学
部
へ
の
留
学
を
経
て
、

笠
間
町
立
笠
間
中
学
校
職
業
科
主

任
と
し
て
指
導
に
当
た
っ
た
後
、

笠
間
町
立
来
栖
小
学
校
教
頭
、
岩

間
町
立
岩
間
第
二
中
学
校
教
頭
、

笠
間
市
立
東
中
学
校
教
頭
、
笠
間

市
立
大
橋
小
学
校
教
頭
を
歴
任
し
、

昭
和
46
年
、
七
会
村
立
徳
蔵
小
学

校
長
に
就
任
。
昭
和
50
年
に
は
笠

間
市
立
来
栖
小
学
校
長
に
就
任
し
、

昭
和
52
年
４
月
１
日
を
も
っ
て
退

職
さ
れ
る
ま
で
、
教
育
職
37
年
の

永
き
に
わ
た
り
、
そ
の
卓
越
し
た

指
導
力
と
熱
意
を
も
っ
て
、
学
校

教
育
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
退
職
後
も
、
４
期
・
12

年
に
わ
た
っ
て
大
町
地
区
の
民
生

委
員
を
務
め
ら
れ
、
地
域
住
民
の

福
祉
の
充
実
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

来
栖
公
民
館
で
、「
と
し
よ
り
の
交
通
安
全
教
室
」
を
開
催

　

７
月
11
日
、
来
栖
公
民
館
の
ホ

ー
ル
で
、「
と
し
よ
り
の
交
通
安

全
教
室
」（
主
催
▽
来
栖
公
民
館

高
齢
者
ク
ラ
ブ
、
来
栖
交
通
安
全

母
の
会
、
来
栖
区
長
会
）
が
開
か

れ
、
年
齢
40
代
か
ら
80
代
の
皆
さ

ん
40
人
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
笠
間
警
察
署
の
交
通

課
長
を
は
じ
め
、
県
警
交
通
企
画

課
の
職
員
な
ど
４
人
。
高
齢
者
が

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
具
体
的

な
注
意
事
項
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

説
明
に
当
た
っ
た
の
は
、
県
警

交
通
企
画
課
の
婦
警
さ
ん
。
高
齢

者
の
事
故
の
７
割
が
道
路
の
横
断

中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
路
に
出

る
と
き
や
横
断
歩
道
で
は
、
左
右

確
認
・
一
旦
停
止
・
手
を
上
げ
る
、

ま
た
、
信
号
が
青
に
な
っ
て
も
す

ぐ
に
渡
ら
ず
、
少
し
時
間
を
お
い

た
方
が
よ
り
安
全
な
ど
、
腹
話
術

の
人
形
を
使
っ
て
、
分
か
り
や
す

く
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
夕
暮
れ
や
夜
の
歩
行
中
の
事

故
防
止
策
と
し
て
、
服
に
付
け
る

反
射
材
の
サ
ン
プ
ル
が
全
員
に
配

ら
れ
、
参
加
者
一
同
、
交
通
安
全

と
事
故
防
止
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

※
本
文
は
、
参
加
者
の
寄
稿
を
基

に
作
成
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　７月９日と１０日の二日間、総合公
園芝生スポーツ広場で、市長杯少年サ
ッカー大会が開かれ、県内の１６チー
ムが熱戦を展開。佐城サッカースポー
ツ少年団が、見事優勝を果たしました。
準優勝：岩間町サッカースポーツ少年団
第３位：常北サッカースポーツ少年団
第４位：城東サッカースポーツ少年団

笠
間
市
長
杯
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

佐
城
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
優
勝

　７月１６日と１７日の二日間、岩瀬
町総合運動公園などで、岩瀬町近隣市
町村少年野球交流大会が開かれ、１６
チームが激突。笠間野球スポーツ少年
団が、見事優勝を果たしました。
準優勝：大和ファイターズ
第３位：下館ホワイトイーグルス
第４位：小栗野球スポーツ少年団

岩
瀬
町
近
隣
市
町
村
少
年
野
球
大
会

笠
間
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
優
勝



日／曜 行　　　　　　事 相談 予防接種・健診等 メモ欄

17月大安 ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 74-2304)

教育

児童
ポリオ与薬　受付▷ 13:00 ～ 13:30

18火赤口
教育

健康

心配

育児

就学時健診（稲田小学校）
　　受付▷12:30 ～ 12:45（1学務課 内線 262）
３歳児健診
　　受　付▷ 13:00 ～ 13:10
　　対象児▷H14.6.21 ～ 7.31生まれ

19水先勝 子育て広場 9:00 ～ 12:00
　　くるす保育所 遊戯室 (1福祉事務所 内線 144)
ペットボトル収集

教育

児童

人権法務

育児

機能アップ教室　9:30 ～ 15:30
両親学級①　10:00 ～ 12:00

20木友引 教育

育児

離乳食教室
　　受　付▷ 9:50 ～ 10:00
　　対象児▷H17.6.16 ～ 7.15 生まれ
ひだまり (精神デイサービス )
　　10:00 ～ 15:00

21金先負
0 ･ 1 ･ 2 ･ 3 歳のおはなし会 11:00 ～ 11:20
　　市立図書館 ２階ホール（1市立図書館）
ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 74-2304)

教育

児童

健康

就学時健診（南小学校）　
　　受付▷12:45～ 13:00（1学務課 内線262）

22土仏滅
クラインガルテン収穫祭　22日・23日
　　笠間クラインガルテン（1笠間クラインガルテン）
子ども体験行事「友・遊ランド」
　　福原公民館 (1生涯学習課 内線 272)
「女性も男性もいきいき！のびのびセミナー」 10:00～ 12:00
　　市立図書館 2 階 会議室 (1秘書企画課 内線 223)
ビデオ映画上映会 15:00 ～
　　市立図書館 2 階ホール（1市立図書館）

23日大安
笠間市文化祭「民謡・民舞発表会」 8:30 ～
　　中央公民館（1中央公民館）
第５１回笠間市民ソフトボール大会　23日・30日
　　総合公園多目的広場 ほか (1総合公園管理棟 )
子ども体験行事「友・遊ランド」
　　箱田公民館 (1生涯学習課 内線 272)
4 ･ 5 ･ 6 歳のおはなし会 14:00 ～ 14:30
　　市立図書館１階おはなしのへや（1市立図書館）

休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　柳橋医院 174-2302

24月　赤口 ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 74-2304)

教育

児童

２歳児歯科健診
　　受　付▷ 13:00 ～ 13:10
　　対象児▷H15.8.21 ～ 9.20 生まれ

情報カレンダー情報カレンダー

○●
見
や
す
い
所
に
は
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い

笠間の菊まつり
１０月１５日(土)から１１月２３日(水・祝日)

笠間稲荷神社 ほか

問合せ先
（市外局番）
02 9 6

相
談
記
号

心配：心配ごと相談（ふれあい相談室）10120―66―1134  毎週火曜 13～16時  社会福祉協議会　　　健康：健康相談  第 1～ 3・5週火・金曜 9 ～ 12時 第 4火・金曜 13～ 16時 保健センター　　児童：家庭児童相談 月・水・金曜 13～17時（福祉事務所1内線330）

教育：教育相談（中学生までの悩みごと・心の相談）173―0710  月～金曜 9～16時  笠間保健サービスセンター（学務課1内線 261）　 歯科： 歯科相談 第 2金曜 9～11時 第 4金曜 13～16時 保健センター　　育児：児童相談  火・水・木曜 9～ 16時　各保育所

人権法務：人権法務相談  毎月第 3 水曜 10～15時　虹の家（総合窓口課1内線 117）　　　地域児童：県地域児童相談 奇数月の第３金曜 10 ～ 16時 保健センター（福祉事務所1内線 142要予約）

9

◎市　役　所172―1111　　◎保健センター172―7711　　◎総合公園管理棟172―9330　　◎下水道組合
◎中央公民館172―2100　　◎清掃センター174―3800　　◎市民体育館172―2101　　◎広 域 斎 場
◎市立図書館172―5046　　◎てらざき保育所 172―0254　　◎くるす保育所172―0563　　◎いなだ保育所

敬老の日

10月
平成 17 年
October

神
かん

無
な

月
づき

笠間工芸の丘
「Natural  Style」

－　女性作家 13人展　－
10月19日（水）から11月６日（日）



日／曜 行　　　　　　事 相談 予防接種・健診等 メモ欄

9 日先負
笠間市サッカー協会市民リーグ戦　9日・23日
　　芝生スポーツ広場 (1総合公園管理棟 )
4 ･ 5 ･ 6 歳のおはなし会 14:00 ～ 14:30
　　市立図書館１階おはなしのへや（1市立図書館）
こじか幼稚園 運動会

休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　太田皮フ科 172-7777

10月仏滅
笠間ファン倶楽部キックオフ記念イベント
　　假屋崎省吾フラワーデモストレーション＆トークショー
　　笠間芸術の森公園 10:30～　笠間稲荷神社 14:00～
匠工房・笠間フェア
　　８日（土）から 10日（月）茨城県窯業指導所
第１回稲田ストーンエキシビジョン
　　８日（土）から 10日（月）中野組石材工業（株）石切り場

休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　佐藤医院 172 － 0032

11火大安
教育

健康

心配

育児

12水赤口 子育て広場 9:00～12:00
　　くるす保育所 遊戯室 (1福祉事務所 内線144)
白色発泡トレイ収集

教育

児童

育児

就学時健診（東小学校）　
　　受付▷13:10～ 13:20（1学務課 内線262）
機能アップ教室　13:00 ～ 15:30
ポリオ与薬　受付▷ 13:00 ～ 13:30

13木先勝 教育

育児

お誕生相談
　　受　付▷ 9:50 ～ 10:00
　　対象児▷H16.9.16 ～ 10.31 生まれ

14金友引
ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 74-2304)
ふれあい (心配ごと相談 )巡回相談 10:00 ～ 12:00
　　みなみ公民館 (1社会福祉協議会 )

教育

児童

健康

歯科

就学時健診（笠間小学校）　
　　受付▷12:50～ 13:10（1学務課 内線262）

15土先負
笠間市スポーツダンス部チャリティーダンス
　　市民体育館 (1総合公園管理棟 )
笠間市西茨城郡菊まつり協賛ソフトテニス大会　15日 ほか
　　総合公園テニスコート (1総合公園管理棟 )
ビデオ映画上映会 15:00 ～
　　市立図書館 2 階ホール（1市立図書館）
子ども体験行事「マナBe～サイエンス」(1中央公民館 )
子ども体験行事「スポーツランド」(1総合公園管理棟 )

16日仏滅 笠間市文化祭「市民音楽祭」 10:00 ～
　　中央公民館（1中央公民館）

休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　河村医院 172 － 2121

資源物（紙類）回収にご協力をいただき、ありがとうございます。
☆７月の回収量は、55,130kg で、内訳は次のとおりです。
 新聞紙 13,610kg、雑誌類 25,740kg、段ボール 15,780kg
☆ごみ減量のため、今後ともよろしくお願いします。　《環境課》

予防接種・健診等の実施場所は、表示があ

る場合を除き、すべて保健センターです。

相談は、一覧表をご参照ください。

○●
見
や
す
い
所
に
は
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
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178―0851　　

△

社会福祉協議会173―0084　　

△

笠間工芸の丘170―1313　　

△

笠間クラインガルテン170―3011
172―7011　　

△

観　光　協　会172―9222　　

△

茨城県陶芸美術館170―0011　　

△

笠間日動美術館172―2160
174―2304　　

△

笠間焼協同組合173―0058 E-mail

△

info@city.kasama.ibaraki.jp

心配：心配ごと相談（ふれあい相談室）10120―66―1134  毎週火曜 13～16時  社会福祉協議会　　　健康：健康相談  第 1～ 3・5週火・金曜 9 ～ 12時 第 4火・金曜 13～ 16時 保健センター　　児童：家庭児童相談 月・水・金曜 13～17時（福祉事務所1内線330）

教育：教育相談（中学生までの悩みごと・心の相談）173―0710  月～金曜 9～16時  笠間保健サービスセンター（学務課1内線 261）　 歯科： 歯科相談 第 2金曜 9～11時 第 4金曜 13～16時 保健センター　　育児：児童相談  火・水・木曜 9～ 16時　各保育所

人権法務：人権法務相談  毎月第 3 水曜 10～15時　虹の家（総合窓口課1内線 117）　　　地域児童：県地域児童相談 奇数月の第３金曜 10 ～ 16時 保健センター（福祉事務所1内線 142要予約）

茨城県陶芸美術館
－ 人間国宝 松井康成の全貌 －
９月１０日 (土 )から１１月６日 (日 )

体育の日

中央公民館
「第２８回 笠間市文化祭」
９月２７日 (火 )から１１月２４日 (木 )



情報カレンダー情報カレンダー
日／曜 行　　　　　　事 相談 予防接種・健診等 メモ欄

1 土大安
笠間市民展覧会　表彰式 10:00 ～
　　中央公民館大ホール（1中央公民館）
子ども体験行事「どんぐり学校」(1生涯学習課 内線272)
ビデオ映画上映会 15:00 ～
　　市立図書館 2 階ホール（1市立図書館）
笠間・稲田幼稚園 運動会
いなだ保育所 運動会

2 日赤口
笠間市文化祭「地区公民館芸能発表会」 9:00 ～
　　中央公民館（1中央公民館）
第９回笠間市民ソフトバレーボール大会
　　市民体育館 (1総合公園管理棟 )
あゆみ幼稚園 運動会

休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　笠間耳鼻咽喉科 173 － 0111

3 月先負 ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 74-2304)

教育

児童
ポリオ与薬　受付▷ 13:00 ～ 13:30

4 火仏滅
教育

健康

心配

育児

5 水大安
ラ・フェスタ・ミッレミリア２００５　通過▷ 7:30ころ
　　笠間稲荷神社前（1商工観光課 内線 161）
子育て広場 9:00 ～ 12:00
　　くるす保育所 遊戯室 (1福祉事務所 内線 144)
ペットボトル収集

教育

児童

育児

機能アップ教室　9:30 ～ 15:30

6 木赤口 教育

育児

ひだまり (精神デイサービス )

　　10:00 ～ 15:00

7 金先勝
0 ･ 1 ･ 2 ･ 3 歳のおはなし会 11:00 ～ 11:20
　　市立図書館 ２階ホール（1市立図書館）
ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 74-2304)

教育

児童

健康

8 土　友引
第28回笠間市菊まつり学童野球大会　8日・9日・15日・16日
　　市民球場 ほか (1総合公園管理棟 )
ビデオ映画上映会 15:00 ～
　　市立図書館 2 階ホール（1市立図書館）
子ども体験行事「子ども料理教室③」（1中央公民館）
くるす・てらざき保育所 運動会

○●
見
や
す
い
所
に
は
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
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問合せ先
（市外局番）
02 9 6

相
談
記
号

心配：心配ごと相談（ふれあい相談室）10120―66―1134  毎週火曜 13～16時  社会福祉協議会　　　健康：健康相談  第 1～ 3・5週火・金曜 9 ～ 12時 第 4火・金曜 13～ 16時 保健センター　　児童：家庭児童相談 月・水・金曜 13～17時（福祉事務所1内線330）

教育：教育相談（中学生までの悩みごと・心の相談）173―0710  月～金曜 9～16時  笠間保健サービスセンター（学務課1内線 261）　 歯科： 歯科相談 第 2金曜 9～11時 第 4金曜 13～16時 保健センター　　育児：児童相談  火・水・木曜 9～ 16時　各保育所

人権法務：人権法務相談  毎月第 3 水曜 10～15時　虹の家（総合窓口課1内線 117）　　　地域児童：県地域児童相談 奇数月の第３金曜 10 ～ 16時 保健センター（福祉事務所1内線 142要予約）

◎市　役　所172―1111　　◎保健センター172―7711　　◎総合公園管理棟172―9330　　◎下水道組合
◎中央公民館172―2100　　◎清掃センター174―3800　　◎市民体育館172―2101　　◎広 域 斎 場
◎市立図書館172―5046　　◎てらざき保育所 172―0254　　◎くるす保育所172―0563　　◎いなだ保育所

10月
平成 17 年
October

神
かん

無
な

月
づき

中央公民館
「第３１回 笠間市民展覧会」
９月２７日 (火 )から１０月９日 (日 )

笠間工芸の丘
「笠間焼フェア・企画展」

１０月６日 (木 ) から１６日 (日 )

相談は、下段一覧を
ご参照ください。



予防接種・健診等の実施場所は、表示があ

る場合を除き、すべて保健センターです。

相談は、一覧表をご参照ください。

17
年
11
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

税等納期限
  　市　県　民　税　...... 第３期分
　10月 31日（月）  国民健康保険税　...... 第５期分
  　介 護 保 険 料　...... 第４期分

日／曜 行　　　　　　事 相談 予防接種・健診等 メモ欄

25火先勝
教育

健康

心配

育児

26水友引 子育て広場 9:00 ～ 12:00
　　くるす保育所 遊戯室 (1福祉事務所 内線 144)
紙パック収集

教育

児童

育児

両親学級②　10:00 ～ 12:00
機能アップ教室　9:30 ～ 15:30
ポリオ与薬　受付▷ 13:00 ～ 13:30

27木先負 教育

育児

６～７か月児健診
　　受　付▷ 13:20 ～ 13:30
　　対象児▷H17.3.21 ～ 4.30 生まれ

28金仏滅
笠間市文化祭「高齢者芸能発表会」 8:30 ～
　　中央公民館（1中央公民館）
ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 74-2304)

教育

児童

健康

歯科

就学時健診（稲田小学校）
　　受付▷12:50～ 13:00（1学務課 内線262）

29土大安
子ども体験行事「スポーツランド」(1総合公園管理棟 )
ビデオ映画上映会 14:45 ～
　　市立図書館 2 階ホール（1市立図書館）
使用済み乾電池収集 ～ 8:00 まで
　　１～ 27区 (1清掃センター )

30日赤口
子ども体験行事「子どもプラザ」(1生涯学習課 内線272)
関東甲信越プロダンス競技会
　　市民体育館 (1総合公園管理棟 )
笠間市菊まつり協賛弓道大会
　　笠間高校 (1総合公園管理棟 )
使用済み乾電池収集 ～8:00まで
　　28～74区 (1清掃センター )

休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　石本病院 172 － 4051

31月先勝
ふれあい広場 10:00～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 74-2304)
使用済み乾電池収集 ～8:00まで
　　75～110区 (1清掃センター )

教育

児童
ポリオ与薬　受付▷ 13:00 ～ 13:30

【11月の予防接種】

　　〔ＢＣＧ接種〕　　４日 (金 )
　　〔ポリオ与薬〕　　９日 (水 )

○●
見
や
す
い
所
に
は
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
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心配：心配ごと相談（ふれあい相談室）10120―66―1134  毎週火曜 13～16時  社会福祉協議会　　　健康：健康相談  第 1～ 3・5週火・金曜 9 ～ 12時 第 4火・金曜 13～ 16時 保健センター　　児童：家庭児童相談 月・水・金曜 13～17時（福祉事務所1内線330）

教育：教育相談（中学生までの悩みごと・心の相談）173―0710  月～金曜 9～16時  笠間保健サービスセンター（学務課1内線 261）　 歯科： 歯科相談 第 2金曜 9～11時 第 4金曜 13～16時 保健センター　　育児：児童相談  火・水・木曜 9～ 16時　各保育所

人権法務：人権法務相談  毎月第 3 水曜 10～15時　虹の家（総合窓口課1内線 117）　　　地域児童：県地域児童相談 奇数月の第３金曜 10 ～ 16時 保健センター（福祉事務所1内線 142要予約）

178―0851　　

△

社会福祉協議会173―0084　　

△

笠間工芸の丘170―1313　　

△

笠間クラインガルテン170―3011
172―7011　　

△

観　光　協　会172―9222　　

△

茨城県陶芸美術館170―0011　　

△

笠間日動美術館172―2160
174―2304　　

△

笠間焼協同組合173―0058 E-mail

△

info@city.kasama.ibaraki.jp

笠間工芸の丘
「第４回 小品展」

－　日本工芸会 東日本支部 茨城研究会　－
１０月６日(木)から１１月６日(日)

相談は、下段一覧を
ご参照ください。

【11月のイベント情報】

・第16回「匠のまつり・いばらきストーンフェスティバル」
　11月２日（水）から６日（日）

・笠間骨董我楽多市　11月３日（木・祝日）

・かさま秋市　11月５日（土）・６日（日）

笠間日動美術館
「岸田劉生展」

10月５日（水）から12月11日（日）
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夏真っ盛りの中、地域を練り歩く子どもたち

愉快なパフォーマンスを交えながら講演する富田さん

宝
く
じ
の
助
成
金
で
、待
望
の
子
ど
も
神み

輿こ
し

が
完
成《
寺
崎
地
区
》

　

こ
の
ほ
ど
、
寺
崎
地
区
（
行
政

区
67
区
）
に
、
宝
く
じ
の
助
成
を

受
け
た
「
子
ど
も
神
輿
」
が
奉
納

さ
れ
、
７
月
30
日
、
地
域
を
挙
げ

た
夏
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

宝
く
じ
助
成
事
業
は
、
財
団
法

人
・
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
宝

く
じ
の
普
及
と
広
報
の
一
環
と
し

て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
活

性
化
す
る
た
め
の
施
設
や
備
品
の

整
備
に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い

る
も
の
。
寺
崎
地
区
で
は
、
地
域

の
融
和
を
目
指
し
て
、
子
ど
も
神

輿
の
ほ
か
、
太
鼓
や
拍
子
木
、
は

ん
て
ん
な
ど
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
早
朝
か
ら
住
民
約
60

人
が
準
備
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち

は
、
真
新
し
い
お
神
輿
の
登
場
に

ニ
ッ
コ
リ
。
夏
真
っ
盛
り
の
中
、

お
そ
ろ
い
の
は
ん
て
ん
に
身
を
包

み
、
地
域
中
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

寺
崎
地
区
は
現
在
86
世
帯
。
以

前
は
30
数
戸
の
農
村
地
帯
で
し
た

が
、
新
し
い
世
帯
が
増
加
す
る
に

つ
れ
、
地
域
全
体
の
交
流
を
図
ろ

う
と
、
夏
祭
り
や
子
ど
も
会
活
動
、

環
境
美
化
活
動
な
ど
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
参
加
で
き
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

教
育
講
演
会　
〜
素
直
な
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
ま
す
か
？
〜

　

８
月
12
日
、
中
央
公
民
館
大
ホ

ー
ル
で
、
笠
間
市
学
力
向
上
対
策

協
議
会
主
催
に
よ
る
教
育
講
演
会

が
開
か
れ
、
市
内
小
・
中
学
校
の

教
職
員
や
保
護
者
、
一
般
市
民
な

ど
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
子
ど
も
家
庭
教
育
フ

ォ
ー
ラ
ム
代
表
で
、
教
育
心
理
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
富
田
富
士
也
さ
ん
。

「
子
ど
も
の
心
が
聞
こ
え
ま
す
か

〜
レ
ッ
ツ
ゴ
ー　

素
敵
に
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
〜
」
と
題
し
、
傷
付
き

や
す
い
子
ど
も
の
心
と
、
そ
れ
に

向
き
合
う
教
師
や
親
の
姿
勢
に
つ

い
て
、
愉
快
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
交
え
な
が
ら
講
演
し
ま
し
た
。

　
「
頑
張
っ
て
も
報
わ
れ
な
い
こ

と
も
あ
る
と
い
う
〝
不
条
理
〞
を

背
負
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
子
ど
も

た
ち
は
、
や
が
て
そ
の
現
実
を
受

け
入
れ
よ
う
と
、
様
々
な
形
で
助

け
を
求
め
て
く
る
。
し
か
し
、
素

直
な
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
ず
、
い
つ
の
間
に
か
心
を
閉
ざ

し
て
し
ま
う
」
と
い
う
富
田
さ
ん
。

そ
の
と
き
、
教
師
・
親
と
し
て
大

切
な
の
は
、
自
分
の
リ
ス
ク
を
考

え
ず
、
恥
も
外
聞
も
な
く
自
身
を

さ
ら
け
出
し
、
子
ど
も
た
ち
と
向

き
合
う
姿
勢
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

消
防
本
部
の
村
上 

裕
之
隊
員

消
防
救
助
技
術
全
国
大
会
へ
出
場
決
定

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
茨
城
地
区
代
表
が
、

笠
間
市
を
表
敬
訪
問　世界平和に貢献する国際ロータリー

が創立１００周年を迎え、７月２８日、
第２８２０地区（茨城地区）代表の萩
原 亢雄さん（関彰商事取締役副会長）
と笠間ロータリークラブ会長の加茂 清
さんら 4人が磯市長を表敬訪問。奉仕
の１世紀を綴った「１００年の歩み」
を贈呈し、地域の協調をＰＲしました。

　７月２０日、さいたま市岩槻文化公
園で、第３４回「消防救助技術関東地
区指導会」が開かれ、茨城県代表の村
上 裕之隊員（笠間広域消防本部）が、
「はしご登はん」の部で激戦を突破。
同市で開かれる全国大会への出場権を
獲得しました。全国各地の強豪を相手
に、精一杯頑張ってください。
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毎
年
の
よ
う
に
到
来
し
、
た
く
さ
ん
の
被
害
を
も
た
ら
す
台
風
。
避

け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
な
ら
、
そ
う
し
た
い
の
で
す
が
、
自
然
に
逆

ら
う
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
し
か
し
、
小
さ
な
こ
と
で
、
大
き
な
被
害

を
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
男

性
・
女
性
の
別
を
「
社
会
的
・
文

化
的
に
形
成
さ
れ
た
性
別
（
ジ
ェ

ン
ダ
ー
）」
と
い
い
ま
す
。

　

具
体
例
と
し
て
、「
男
性
は
仕

事
、
女
性
は
家
庭
」、「
女
性
は
政

治
家
や
管
理
職
、
科
学
者
や
技
術

者
に
向
い
て
い
な
い
」、「
男
性
は

一
家
の
大
黒
柱
と
し
て
家
族
を
養

う
」、「
男
性
は
育
児
よ
り
も
仕
事

優
先
」
と
い
っ
た
、
性
別
に
よ
る

固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、「
男
性
は
女

性
よ
り
も
偉
い
」、「
女
性
は
控
え

め
で
従
順
で
あ
る
べ
き
」
な
ど
の

偏
見
も
見
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た

男
女
の
差
別
や
偏
見
に
つ
な
が
る

よ
う
な
考
え
方
の
押
付
け
は
、
見

直
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
に
よ
る

思
い
込
み
で
、
男
女
の
役
割
を
固

定
的
に
決
め
付
け
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
や
家
庭
を
主
体

的
に
考
え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

に
よ
る
思
い
込
み
が
非
合
理
で
あ

る
こ
と
に
気
が
付
け
ば
、
そ
れ
が

意
識
改
革
と
な
り
、
こ
れ
ら
を
改

め
よ
う
と
す
る
動
き
に
つ
な
が
る

は
ず
で
す
。

　

笠
間
市
で
は
、「
地
域
か
ら
発

信
す
る
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を

基
本
方
針
と
し
、
①
人
権
の
尊
重

に
基
づ
い
た
社
会
、
②
多
様
な
生

き
方
を
選
択
で
き
る
社
会
、
③
男

女
が
共
同
で
参
画
で
き
る
条
件
整

備
、
④
性
別
役
割
分
担
意
識
に
と

ら
わ
れ
な
い
生
き
方
、
の
四
つ
の

理
念
の
下
、
市
民
、
事
業
者
、
行

政
が
連
携
を
図
り
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
形
成
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

推
進
を
図
る
上
で
、「
ジ
ェ
ン
ダ

ー
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し

ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

人
間
は
、
生
ま
れ
つ
い
て
の
生

物
学
的
な
性
別
が
あ
り
ま
す
。
一

方
、
社
会
通
念
や
慣
習
の
中
に
は
、

人
間
の
社
会
や
文
化
に
よ
っ
て
作

り
上
げ
ら
れ
て
き
た
男
性
像
と
女

性
像
が
あ
り
、
成
長
す
る
に
つ
れ
、

社
会
の
中
で
期
待
さ
れ
る
「
男
ら

し
さ
」「
女
ら
し
さ
」
を
身
に
付

け
た
り
、「
男
に
ふ
さ
わ
し
い
と

考
え
ら
れ
る
行
動
」「
女
に
ふ
さ

わ
し
い
と
考
え
ら
れ
る
行
動
」
を

と
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

み
ん
な
で
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

　
　

〜
男
女
共
同
参
画
を
進
め
よ
う
〜

《
社
会
的
・
文
化
的
に
形
成
さ
れ
た
性
別（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）と
は
》

消
防
署
だ
よ
り

＠

24

　

台
風
が
接
近
し
て
き
て
、
上
陸

す
る
か
も
？　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

で
そ
ん
な
情
報
が
流
れ
て
き
た

ら
、
万
が
一
に
備
え
て
、
充
分
な

準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

☆
庭
や
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
に
出
し
て

い
る
ご
み
箱
、
鉢
植
え
な
ど
は
、

風
に
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
対

処
す
る
。

☆
停
電
に
備
え
て
、
懐
中
電
灯
や

携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
を
、
家
族
で

決
め
た
場
所
に
置
い
て
お
く
。

電
池
の
確
認
も
忘
れ
ず
に
。

☆
非
常
持
出
品
を
そ
ろ
え
て
、
出

し
や
す
い
場
所
に
置
い
て
お
く
。

食
料
な
ど
、
賞
味
期
限
が
あ
る

も
の
は
確
認
し
て
お
く
。

☆
最
寄
り
の
避
難
所
・
避
難
経
路

を
確
認
し
て
お
く
。
土
砂
崩
れ

な
ど
が
起
こ
る
危
険
の
あ
る
場

所
も
確
認
し
て
お
く
。

台
風
対
策

台
風
が
来
る
前
に
…

　

強
風
に
豪
雨
。
台
風
の
威
力
を

間
近
に
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

緊
急
態
勢
に
入
り
ま
し
ょ
う
。

☆
台
風
や
大
雨
に
関
す
る
情
報
を
、

注
意
深
く
聞
く
よ
う
に
す
る
。

☆
外
出
は
な
る
べ
く
避
け
る
。
ど

う
し
て
も
外
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

や
厚
手
の
帽
子
で
し
っ
か
り
頭

を
保
護
す
る
。

☆
懐
中
電
灯
や
ろ
う
そ
く
を
す
ぐ

に
出
せ
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

予
備
の
電
池
も
忘
れ
ず
に
。

☆
い
つ
で
も
避
難
で
き
る
よ
う
に
、

非
常
持
出
袋
を
用
意
す
る
。
断

水
に
備
え
て
、
三
日
分
程
度
の

飲
料
水
を
確
保
す
る
。

☆
家
族
で
も
う
一
度
、
避
難
場
所

と
避
難
経
路
を
確
認
す
る
。
ま

た
、
避
難
途
中
に
は
ぐ
れ
て
し

ま
っ
た
場
合
に
備
え
て
、
連
絡

台
風
が
来
た
ら
…

方
法
や
集
合
場
所
な
ど
も
決
め

て
お
く
。
携
帯
電
話
の
充
電
も

お
忘
れ
な
く
。

☆
ひ
も
で
締
め
ら
れ
る
運
動
靴
を
、

脱
げ
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
履

き
ま
し
ょ
う
。

☆
水
の
下
に
は
何
が
あ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
増
水
し
た
道
路
の

溝
や
マ
ン
ホ
ー
ル
に
落
ち
た
り
、

石
に
つ
ま
ず
い
た
り
し
な
い
よ

う
に
、
つ
え
な
ど
で
安
全
を
確

か
め
な
が
ら
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

☆
風
で
危
険
な
も
の
が
飛
ん
で
く

る
可
能
性
も
充
分
に
あ
り
ま
す
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
防
災
ず
き
ん
な

ど
を
か
ぶ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ら
の
も
の
が
な
い
場

合
に
も
、
厚
手
の
帽
子
な
ど
を

か
ぶ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
の
と
き
は
、つ
え

な
ど
を
利
用
し
よ
う
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健
康
ア
ド
バ
イ
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健
セ
ン
タ
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ま
ち
づ
く
り
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炎
天
下
、
焼
き
そ
ば
を
作
っ
て

く
れ
た
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
、
子

ど
も
た
ち
に
一
番
人
気
の
流
し
そ

う
め
ん
を
作
っ
て
く
れ
た
市
役
所

の
お
兄
さ
ん
た
ち
、
そ
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
担
当
を
し
て
く
れ
た
皆

さ
ん
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

８
月
７
日
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
、
稲
田
駅
前
ふ
れ
あ
い
公

園
で
、
第
８
回
稲
田
鯉
ま
つ
り
が

盛
大
に
実
施
で
き
た
こ
と
に
つ
い

て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

残
念
な
こ
と
に
、
鯉
ヘ
ル
ペ
ス

問
題
で
県
内
の
移
動
禁
止
が
続
い

た
た
め
、
今
年
も
鯉
の
放
流
が
で

き
ず
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然
に
親

し
む
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く

の
か
、
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鯉
ま
つ
り
の
目
的
は
、
河
川
の

浄
化
と
、
今
後
の
青
少
年
の
健
全

育
成
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と

で
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
ま

ず
家
庭
か
ら
、
そ
し
て
、
近
隣
の

方
々
と
の
触
れ
合
い
へ
と
広
が
り
、

や
が
て
は
国
づ
く
り
に
つ
な
が
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

自
然
の
美
し
さ
が
あ
れ
ば
、
人

の
心
も
美
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

51

「
女
性
の
が
ん
」に
つ
い
て
知
ろ
う

〜
女
性
の
が
ん
の
中
で
、
代
表
的
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
〜

乳
が
ん　

▽
女
性
の
が
ん
の
中
で
最
も
多
い
が
ん

乳
が
ん　

▽
女
性
の
が
ん
の
中
で
最
も
多
い
が
ん

乳
が
ん　

▽
女
性
の
が
ん
の
中
で
最
も
多
い
が
ん

〈
症
状
〉　

乳
房
の
し
こ
り
や
皮
膚
の
引
き
つ
り
、
授
乳
中
で
も
な
い
の
に

赤
く
は
れ
て
熱
感
を
伴
う
、
わ
き
の
下
の
は
れ　

な
ど

〈
か
か
り
や
す
い
タ
イ
プ
〉　

初
経
が
早
く
閉
経
が
遅
か
っ
た
人
、
妊
娠
・

出
産
・
授
乳
の
経
験
が
な
か
っ
た
人
、
血
縁
に
乳
が
ん
の
女
性
が
い
る

人
、
高
脂
肪
の
食
べ
物
を
と
る
こ
と
が
多
く
肥
満
気
味
の
人　

な
ど

〈
早
期
発
見
の
た
め
に
〉　

乳
が
ん
は
、
自
分
で
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る

数
少
な
い
が
ん
の
一
つ
で
す
。
毎
月
月
経
が
終
わ
っ
た
ら
、
見
た
り
触

っ
た
り
し
て
乳
房
の
異
常
を
自
己
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
年

に
一
度
の
検
診
が
大
切
で
す
。

子
宮
頸
が
ん　

▽
早
期
発
見
に
よ
り
、
小
さ
な
手
術
で
済
む
が
ん

子
宮
頸
が
ん　

▽
早
期
発
見
に
よ
り
、
小
さ
な
手
術
で
済
む
が
ん

子
宮
頸
が
ん　

▽
早
期
発
見
に
よ
り
、
小
さ
な
手
術
で
済
む
が
ん

〈
症
状
〉　

お
り
も
の
や
月
経
時
以
外
の
出
血（
特
に
性
行
為
後
）　

な
ど

〈
早
期
発
見
の
た
め
に
〉　

初
期
は
ほ
と
ん
ど
症
状
が
な
い
の
で
、
年
に
一

度
の
検
診
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
性
行
為
に
よ
っ
て
感
染
す

る「
ヒ
ト
乳
頭
腫
ウ
イ
ル
ス
」が
引
き
金
と
な
っ
て
発
症
す
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
若
年
か
ら
の
検
診
が
非
常
に
大
切
で
す
。

市
の
検
診
は
、
二
十
歳
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

子
宮
体
が
ん　

▽
肥
満
・
糖
尿
病
の
女
性
に
多
い
と
い
わ
れ
る
が
ん

子
宮
体
が
ん　

▽
肥
満
・
糖
尿
病
の
女
性
に
多
い
と
い
わ
れ
る
が
ん

子
宮
体
が
ん　

▽
肥
満
・
糖
尿
病
の
女
性
に
多
い
と
い
わ
れ
る
が
ん

〈
症
状
〉　

出
血（
閉
経
後
の
出
血
、
月
経
不
順
で
不
正
出
血
が
続
く
）、
排

尿
痛
、
性
交
時
痛　

な
ど

〈
早
期
発
見
の
た
め
に
〉　

閉
経
後
、
少
量
ず
つ
長
期
の
出
血
が
あ
る
と
き

は
、
早
め
に
婦
人
科
を
受
診
し
、
子
宮
体
部
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

卵
巣
腫
瘍　

卵
巣
は
、
子
宮
の
両
わ
き
に
一
つ
ず
つ
あ
る
親
指
大
の
臓
器

　

卵
巣
は
、
子
宮
の
両
わ
き
に
一
つ
ず
つ
あ
る
親
指
大
の
臓
器

　

卵
巣
は
、
子
宮
の
両
わ
き
に
一
つ
ず
つ
あ
る
親
指
大
の
臓
器

で
す
。
卵
巣
腫
瘍
の
約
85
パ
ー
セ
ン
ト
は
良
性
と
い
わ
れ
、
悪
性
は
転

移
し
た
状
態
で
受
診
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
初
期
は
無
症
状

で
見
付
か
り
に
く
く
、
太
っ
た
と
思
っ
て
下
腹
部
の
し
こ
り
や
圧
迫
感

を
見
逃
し
て
い
な
い
か
、
家
系
に
卵
巣
が
ん
の
人
は
い
な
い
か
な
ど
、

心
配
な
と
き
は
、
病
院
で
の
超
音
波
検
査
等
を
お
勧
め
し
ま
す
。

「
環
境
チ
ケ
ッ
ト
運
動
」第
２
回
回
収
結
果

環
境
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　

市
で
は
、
笠
間
市
レ
ジ
袋
削
減

運
動
推
進
委
員
会
の
呼
び
掛
け
で
、

レ
ジ
袋
の
削
減
費
用
を
教
育
や
社

会
福
祉
に
役
立
て
る
「
環
境
チ
ケ

ッ
ト
運
動
」が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
２
回
回
収
と
し
て
、
保
育
所
、

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
チ
ケ
ッ

ト
が
ま
と
め
ら
れ
た
ほ
か
、
ポ
レ

ポ
レ
・
ジ
ャ
ス
コ
・
市
役
所
の
回

収
箱
と
協
力
店
舗
の
社
会
福
祉
事

業
支
援
用
回
収
箱
の
チ
ケ
ッ
ト
を

同
委
員
会
が
回
収
し
、
合
わ
せ
て

寄
稿
▼
ま
ち
づ
く
り
教
室
生
徒
会

９
年
１
組
「
稲
田
鯉
ま
つ
り
実

行
委
員
会
」

支
援
金
額
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

回
収
枚
数
は
１
万
６
９
７
枚
で
、

金
額
は
２
万
１
３
９
４
円
。
運
動

開
始
か
ら
一
年
で
２
万
４
５
８
枚

が
回
収
さ
れ
、
そ
の
分
の
レ
ジ
袋

が
削
減
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
市
民
一
人
当
た
り
１
枚

に
も
満
た
な
い
た
め
、
一
層
の
取

組
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
運

動
は
、
ほ
か
に
は
見
ら
れ
な
い
ユ

ニ
ー
ク
な
も
の
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
積
極
的
な
取
組
を
お
願
い
し
ま
す
。

区　　分 団体回
収枚数

ポレポレ・
ジャスコ、
市役所回
収箱

回収枚
数合計

支援金額
（１枚２円）

てらざき保育所 177 69 246 492 円
くるす保育所 238 112 350 700 円
いなだ保育所 428 49 477 954 円
笠間幼稚園 95 127 222 444 円
稲田幼稚園 100 77 177 354 円
こじか幼稚園 945 144 1,089 2,178 円
あゆみ幼稚園 0 18 18 36 円
笠間小学校 2,156 546 2,702 5,404 円
佐城小学校 0 196 196 392 円
箱田小学校 471 161 632 1,264 円
東小学校 269 132 401 802 円
南小学校 0 200 200 400 円
稲田小学校 1,392 175 1,567 3,134 円
笠間中学校 0 379 379 758 円
東中学校 0 107 107 214 円
南中学校 10 161 171 342 円
稲田中学校 236 265 501 1,002 円
社会福祉事業 374 888 1,262 2,524 円
合　　計 6,891 3,806 10,697 21,394 円

※ 社会福祉事業の団体回収枚数欄は、各協力店舗に置いてある
社会福祉事業用の回収箱に入れられていたチケットを、委員
会で回収した枚数です。
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人 口 と 世 帯
７月末日現在（前月比）
人　口 29,953 人（ー 13）
   男 14,632 人（ー   1）
   女 15,321 人（ー 12）
世帯数 10,040 戸（＋   6）

※住民基本台帳による

　
「
か
さ
ま
を
よ
く
す
る
市
民
会

議
」
健
康
づ
く
り
運
動
実
行
委
員

会
で
は
、
福
原
コ
ー
ス
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。
当
日
は
、

市
食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
ヘ

ル
シ
ー
み
そ
汁
が
試
食
で
き
ま
す
。

日
時
▼
10
月
１
日
㊏
午
前
９
時
20

分
開
会
式
（
９
時
受
付
）

集
合
・
発
着
場
所
▼
福
原
公
民
館

コ
ー
ス
▼
柊
山
・
出
雲
大
社
を
含

む
全
９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
コ
ー
ス

参
加
料
▼
無
料

参
加
資
格
▼
市
内
在
住
で
、
全
コ

ー
ス
歩
け
る
方
（
小
学
校
３
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

※
各
自
お
に
ぎ
り
、
飲
み
物
、
タ

オ
ル
等
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
▼
９
月
26
日
㊊

申
込
方
法
▼
住
所
氏
名
、
代
表
者

の
電
話
番
号
を
、
電
話
で
次
へ
。

申
込
み
・
問
合
せ
先
▼
総
合
窓
口

課
☎
内
線
１
１
２
・
１
１
４

保
健
セ
ン
タ
ー
☎（
72
）７
７
１
１

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

参
加
者
を
募
集

第
７
回
笠
間
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ

ン
大
会
の
参
加
者
を
募
集

自
動
車
の

登
録
手
続
は
確
実
に
！

《自動車盗の犯行手口》
犯行時間
◆ 深夜帯が最も多く、中夜から未明の
犯行が半数以上を占めています。

特徴的な手口
◆無施錠、キー付きの車両をねらう。
◆ コンビニ等に短時間駐車し、エンジ
ンを掛けたままの車両をねらう。

◆ 見張り役を付けるなど、複数による
犯行もある。

◆特定のメーカー、車種をねらう。
《車上ねらいの被害に遭わないために》
◆ 車内に現金やカード、貴重品を置か
ないようにしましょう。

◆盗難通報システムを付けましょう。
※ 犯人や不審者を見たときは、１１０
番通報をお願いします。

問合せ先：笠間警察署　生活安全課
　　　　　TEL７３－０１１０

県
政
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の

参
加
者
を
募
集

日
時
▼
12
月
４
日
㊐

会
場
▼
笠
間
芸
術
の
森
公
園

種
目
・
対
象
者
／／

☆
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
▽
小
学
生
、

親
子
、
一
般
男
女
、
車
い
す

☆
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
▽
中
学
生
、

　

一
般
男
女

☆
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
▽
一
般
男
女

☆
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
▽
一
般
男
女

参
加
料
▼
一
般
・
親
子
２
０
０
０

円
、
高
校
生
１
０
０
０
円
、
小

中
学
生
３
０
０
円

申
込
方
法
▼
所
定
の
郵
便
振
替
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
参

加
料
を
添
え
て
、
最
寄
り
の
郵

便
局
に
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
▼
10
月
31
日
㊊

問
合
せ
先
▼
笠
間
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ

ン
大
会
事
務
局
（
総
合
公
園
管

理
棟
内
）
☎
（
72
）
９
３
３
０

☆
Ａ
コ
ー
ス
（
10
月
19
日
㊌
）
／／

　

発
着
場
所
▼
水
戸
合
同
庁
舎
を

午
前
９
時
30
分
出
発　

見
学
先

▼
原
子
力
東
海
研
究
所　

ほ
か

☆
Ｂ
コ
ー
ス
（
10
月
21
日
㊎
）
／／

　

発
着
場
所
▼
日
立
駅
中
央
口
を

午
前
９
時
出
発　

見
学
先
▼
つ

く
ば
国
際
会
議
場　

ほ
か

☆
Ｃ
コ
ー
ス
（
10
月
25
日
㊋
）
／／

発
着
場
所
▼
笠
間
市
営
鷹
匠
町

駐
車
場
を
午
前
８
時
45
分
出
発

及
び
、
友
部
町
役
場
を
午
前
９

時
10
分
出
発　

見
学
先
▼
常
陸

那
珂
火
力
発
電
所　

ほ
か

―

◇―

◇―

◇―

対
象
者
▼
県
内
に
居
住
す
る
15
歳

以
上
の
方（
中
学
生・県
職
員
を
除
く
）

定
員
▼
各
コ
ー
ス
と
も
30
人

参
加
料
▼
無
料
（
昼
食
や
飲
み
物
、

筆
記
用
具
等
は
各
自
で
用
意
）

申
込
期
限
▼
９
月
30
日
㊎
消
印
有
効

申
込
方
法
▼
往
復
は
が
き
に
参
加

者
全
員
（
は
が
き
１
枚
で
４
人

ま
で
申
込
み
可
）
の
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
又
は

学
年
・
電
話
番
号
・
希
望
日
及

び
コ
ー
ス
を
記
入
し
て
次
へ
。

申
込
み
・
問
合
せ
先
▼
〒
３
１
０

〜
０
８
０
２
水
戸
市
柵
町
１
〜

３
〜
１
県
北
地
方
総
合
事
務
所

県
民
生
活
課
「
県
政
ふ
れ
あ
い

バ
ス
」
係
☎
０
２
９
（
２
２
５
）

２
４
９
０

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

の
登
録
名
義
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

自
動
車
を
譲
っ
た
り
、
使
用
を

や
め
た
り
し
た
と
き
は
、
関
東
運

輸
局
茨
城
運
輸
支
局
で
登
録
手
続

を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
を
し
な

い
と
、
い
つ
ま
で
も
登
録
名
義
人

に
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
車
が
滅
失
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
抹
消
登
録
が
困

難
な
場
合
は
、
県
税
事
務
所
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
／／

登
録
に
関
す
る
こ
と
▼
関
東
運
輸

　

局
茨
城
運
輸
支
局
☎
０
２
９（
２

　

４
７
）
５
１
１
８

自
動
車
税
に
関
す
る
こ
と
▼
水
戸

　

県
税
事
務
所
課　

税
第
二
課
☎

０
２
９
（
２
２
１
）
４
８
２
０

　

青
年
海
外
協
力
隊
は
、
技
術
や

経
験
を
生
か
し
て
、
協
力
活
動
を

し
て
い
く
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。
日
系
社
会
青
年
・
シ
ニ
ア
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間
▼
10
月
10
日
㊊
〜
11
月

16
日
㊌

応
募
資
格
／／

☆
青　

年
▽
満
20
歳
〜
39
歳

☆
シ
ニ
ア
▽
満
40
歳
〜
69
歳

応
募
方
法
▼
所
定
願
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年

海
外
協
力
隊
本
部
に
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
応
募
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ら
応
募
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先
▼
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
筑
波
国
際
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
９
（
８
３
８
）
１
１
１
１

http://w
w
w
.jica.go.jp

http://w
w
w
.jica.go.jp

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

笠間警察署からのお知らせ 
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大
好
き
い
ば
ら
き
農
業
農
村

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
募
集

終
戦
当
時
の
海
外
引
揚
者
の
方
へ
、

通
貨
や
証
券
を
お
返
し
し
て
い
ま
す

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を

お
手
伝
い
し
ま
す

　

茨
城
労
働
局
企
画
室
及
び
労
働

基
準
監
督
署
の
総
合
労
働
相
談
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
解
雇
、
配
置
転
換
、

賃
下
げ
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
、
労
働

問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
▼
茨
城
労
働
局
総
務
部

企
画
室
☎
０
２
９
（
２
２
４
）

６
２
１
２　

下
館
監
督
署
☎
０

　

２
９
６
（
22
）
４
５
６
４

　

税
関
で
は
、
上
陸
地
の
税
関
や

海
運
局
に
預
け
た
通
貨
や
証
券
、

ま
た
、
外
地
集
結
地
で
総
領
事
館

等
に
預
け
、
日
本
に
送
還
さ
れ
た

証
券
等
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
▼
鹿
島
税
関
支
署

　

☎
０
２
９
９
（
92
）
２
５
５
８

と
な
り
ま
ち
・
み
ど
こ
ろ
発
見

水
戸
地
方
広
域
市
町
村
圏
協
議
会

第
16
回
ふ
る
さ
と
友
部
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
友
部
町
》

日
時
▼
10
月
22
日
㊏
・
23
日
㊐
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
（
23
日
は

午
後
３
時
30
分
ま
で
）

会
場
▼
友
部
中
学
校

内
容
▼
行
政
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
、
特

産
物
コ
ー
ナ
ー
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、

ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ　

ほ
か

問
合
せ
先
▼
友
部
町
役
場
産
業
振

興
課
☎
（
77
）
１
１
０
１

ひ
た
ち
な
か
市
産
業
交
流
フ
ェ
ア

　
　
　
　
　
　
《
ひ
た
ち
な
か
市
》

日
時
▼
11
月
５
日
㊏
・
６
日
㊐
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

会
場
▼
ひ
た
ち
な
か
市
総
合
運
動
公
園

内
容
▼
農
水
産
品
・
工
芸
品
等
の

出
店
ほ
か
各
種
イ
ベ
ン
ト

問
合
せ
先
▼
ひ
た
ち
な
か
市
産
業

交
流
フ
ェ
ア
推
進
協
議
会
事
務

　

局
☎
０
２
９（
２
７
３
）０
１
１
１

茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

秋
の
山
野
草
・
バ
ラ
ま
つ
り

期
間
▼
９
月
10
日
㊏
〜
11
月
13
日

㊐
（
山
野
草
は
９
月
25
日
ま
で
）

▽
秋
植
え
球
根
贈
呈
（
９
月
19
日

ま
で
）、
園
芸
教
室
各
種
、
バ
ラ

特
売
（
９
月
23
日
〜
11
月
13
日
）、

ガ
マ
の
油
売
り
（
９
月
25
日
）

問
合
せ
先
▼
茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ

ー
ク
☎
０
２
９
９
（
42
）
４
１
１
１

母
子
家
庭
の
母
等
の
職
業
訓
練

科
名
▼
広
報
編
集
デ
ザ
イ
ン
科

訓
練
期
間
▼
10
月
25
日
〜
平
成
18

年
１
月
31
日
（
３
か
月
間
）

応
募
資
格
▼
公
共
職
業
安
定
所
長

の
受
講
指
示
又
は
推
薦
を
受
け

た
求
職
者
で
、
母
子
家
庭
の
母
等

受
付
期
限
▼
10
月
14
日
㊎

若
年
者
の
職
業
訓
練

科
名
▼
介
護
サ
ー
ビ
ス
科

訓
練
期
間
▼
12
月
１
日
〜
平
成
18

年
２
月
28
日
（
３
か
月
間
）

応
募
資
格
▼
公
共
職
業
安
定
所
長

の
受
講
指
示
又
は
推
薦
を
受
け

た
求
職
者
で
、
35
歳
未
満
の
方

受
付
期
間
▼
10
月
３
日
㊊
〜
11
月

11
日
㊎

受
講
料
▼
両
訓
練
と
も
無
料
（
テ

キ
ス
ト
は
有
料
）

問
合
せ
先
▼
茨
城
県
立
産
業
技
術

短
期
大
学
校
併
設
水
戸
産
業
技

術
専
門
学
院
☎
０
２
９
（
２
６

　

９
）
２
１
６
０

水
戸
産
業
技
術
専
門
学
院

の
職
業
訓
練

《犬を放し飼いにしないで！》
◆散歩のときは、引き綱を必ず付ける。
◆土佐犬など特定犬はおりの中で飼う。
《登録と狂犬病注射は飼い主の義務》
◆ 狂犬病予防法に基づき、犬の登録と
狂犬病注射を行いましょう。

《犬・猫を捨てないで！》
◆ 犬・猫などを捨てることは、「動物
の愛護及び管理に関する法律」で禁
止されています。

《避妊去勢手術を受けましょう》
◆ 動物指導センターで引き取る大半が
子犬・子猫です。不幸な命を産まな
いよう避妊去勢手術を受けましょう。

《排せつのしつけをしましょう》
◆ 散歩中の犬のふんは必ず持ち帰りま
しょう。
問合せ先：県動物指導センター
　　　　　TEL７２－１２００

テ
ー
マ
▼
豊
か
な
大
地
と
や
す
ら

ぎ
の
あ
る
茨
城
の
農
業
農
村

撮
影
対
象
▼
土
地
改
良
施
設
、
農

作
業
、
豊
か
な
自
然
、
伝
統
行

事
、
都
市
と
農
村
の
交
流
な
ど

応
募
作
品
▼
３
年
以
内
に
県
内
で

撮
影
し
た
未
発
表
作
品
で
、
四

つ
切
り
サ
イ
ズ
（
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
は
未
修
正
の
も
の
）

応
募
期
限
▼
11
月
４
日
㊎
消
印
有
効

応
募
方
法
▼
応
募
カ
ー
ド
（
土
地

改
良
事
務
所
、
地
方
総
合
事
務

所
、
県
カ
メ
ラ
商
組
合
加
盟
店

等
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
写
真
の
裏
面
に
は

り
付
け
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
合
せ
先
▼
農
業
農
村
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会

　

☎
０
２
９
（
３
０
１
）
４
１
５
０

～犬・猫は正しく飼いましょう～

労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を

調
整
し
ま
す

県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

茨
城
県
労
働
委
員
会
で
は
、
労

働
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
会
社

員
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
派
遣
社

員
な
ど
と
使
用
者
間
の
労
働
関
係

の
紛
争
解
決
を
図
る
た
め
の
援
助

（
あ
っ
せ
ん
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

費
用
は
無
料
で
す
。

問
合
せ
先
▼
茨
城
県
労
働
委
員
会

事
務
局
☎
０
２
９
（
３
０
１
）

５
５
６
３

　

県
で
は
、
難
病
の
方
や
そ
の
ご

家
族
の
、
療
養
又
は
生
活
上
の
不

安
や
悩
み
な
ど
の
相
談
に
応
じ
る

た
め
、
茨
城
県
難
病
相
談
・
支
援

セ
ン
タ
ー
を
開
所
し
ま
し
た
。
相

談
内
容
は
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
。

相
談
方
法
▼
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

又
は
面
接
（
要
予
約
）

相
談
時
間
▼
土
・
日
曜
、
祝
日
を

除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

問
合
せ
先
▼
筑
波
大
学
附
属
病
院

Ｂ
棟
３
５
０
号
室
「
茨
城
県
難

病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
」

☎
０
２
９
（
８
５
３
）
３
６
１
０

FAX
０
２
９
（
８
５
３
）
３
６
１
２

ひ
き
こ
も
り
専
門
相
談

　

県
で
は
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
に

　

県
で
は
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
に

あ
る
方
や
そ
の
ご
家
族
の
相
談
に

応
じ
る
た
め
、
精
神
科
医
師
等
に

よ
る
専
門
相
談
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
係
機
関
や
団
体
な
ど

　

ま
た
、
関
係
機
関
や
団
体
な
ど

を
紹
介
す
る
な
ど
、
本
人
の
社
会

復
帰
の
た
め
の
支
援
も
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
・
問
合
せ
先
▼
水
戸
保
健
所

毎
月
第
２
月
曜
日
午
前
10
時
〜

　

☎

　

☎
０
２
９
（
２
４
１
）
０
５
７
１
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【問合先電話番号】
　　笠間市教育委員会　生涯学習課　℡ 72-1111（内線272、273）
　　中央公民館　℡ 72-2100　　総合公園管理棟　℡ 72-9330　　図書館　℡ 72-5046

　学校週５日制による休日（土・日曜日）を利用
した体験活動（後期分）について、次のとおりご
案内します。
　内容を確認の上、ご参加くださるよう、心から
お待ちしています。
　詳しい内容や参加申込方法については、学校を
通して児童・生徒に配布するチラシをご覧下さい。

ーLife Long Learning ー〈31〉生涯学習だより生涯学習だより

【体育館：スポーツランド】

【どんぐり学校：農場体験】

笠間市子どもの体験行事予定表（後期分）

期　　　日 行　事　名 行　事　の　内　容 対　象 問合せ先

１０月

１日（土）どんぐり学校 農場体験（バター作り・乳牛の世話） ３～６年生 生涯学習課

８日（土）子ども料理教室③ おやつのとり方、再確認！ １～６年生 中央公民館

１５日（土）マナBe～サイエンス 作って飛ばそう割りばし飛行機 １～６年生 中央公民館

１５日（土）スポーツランド 標高８７７ｍに挑戦（筑波山ハイキング） ３～６年生 総合公園管理棟

２２日（土）友・遊ランﾄﾞ おりがみ教室とレクリエーション（福原公民館） １～６年生※幼児可 生涯学習課

２３日（日）友・遊ランﾄﾞ おりがみ教室とレクリエーション（箱田公民館） １～６年生※幼児可 生涯学習課

２９日（土）スポーツランド アイススケートに挑戦（笠松運動公園） 小学生と保護者 総合公園管理棟

３０日（日）子どもプラザ フリーマーケット １～６年生
※幼児可 生涯学習課

１１月

６日（日）親子ふれあい事業 親子ふれあいハイキング（花園渓谷） 親子 生涯学習課

１２日（土）どんぐり学校 茨城県自然博物館 ４～６年生 生涯学習課

１９日（土）スポーツランド アイススケートに挑戦（笠松運動公園） 小学生と保護者 総合公園管理棟

２０日（日）マナBe～サイエンス ポップコーンを作ろう １～６年生 中央公民館

２６日（土）友・遊ランﾄﾞ おりがみ教室とレクリエーション（大橋公民館） １～６年生※幼児可 生涯学習課

２７日（日）チャレンジランキング いろいろな遊びにチャレンジしよう １～６年生
※幼児可 生涯学習課

１２月

（土）
１０～１１日  ・

（日）
どんぐり学校 ハンドメイドクリスマス会　　　　　　　 ４～６年生 生涯学習課

１７日（土）マナBe～サイエンス 自然災害の科学実験室 １～６年生 中央公民館

１８日（日）友・遊ランﾄﾞ おりがみ教室とレクリエーション（寺崎公民館） １～６年生※幼児可 生涯学習課

２４日（土）どんぐり学校 正月飾りをつくろう １～６年生 生涯学習課

　１月
２１日（土）マナBe～サイエンス きのこの植え付け １～６年生 中央公民館

２８日（土）どんぐり学校 パティシエ入門 １～６年生 生涯学習課

　２月
４日（土）子ども料理教室④ １～６年生 中央公民館

２５日（土）かるた大会 かるた取り及び本の紹介 幼稚園・小学生 図　書　館

第４土曜日
11：00 ～ 12：00 子ども放送局 おもしろ体験ニュース・チャレンジ教室

「みんな　来て！見て！参加してね！」 １～６年生 中央公民館

【図書館：かるた大会】

【公民館：子ども料理教室】
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笠
間
フ
ァ
ン
へ
の
お
も
て
な
し

☆
笠
間
が
好
き
な
人

☆
笠
間
を
応
援
し
た
い
人

☆
笠
間
を
ふ
る
さ
と
に
し
た
い
人

☆
笠
間
人
と
交
流
し
た
い
人

☆
笠
間
の
歴
史
、
人
、
自
然
を
知

り
た
い
人

―

◇―

◇―

◇―

　

と
に
か
く
、
笠
間
と
か
か
わ
り

を
持
ち
た
い
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
笠
間
市
民
も
大
歓

迎
。
お
申
込
み
は
、
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

そ
し
て
、
笠
間
市
へ
の
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
等
を
ご
記
入
の
上
、
は
が

き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
、
笠
間
フ
ァ
ン
倶
楽

部
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

会
費
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご

感
想
な
ど
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

笠間には、何がありますか？
笠間には、自然に満ちあふれた山々があります。

笠間には、歴史があります。

笠間には、まつりがあります。

笠間には、新鮮な食べ物があります。

笠間には、笠間焼があります。

笠間には、稲田みかげ石があります。

そして、そんな笠間が好きな人たちがいます。

たくさんの笠間好きを集めて、一つの輪を作る。

これが、笠間ファン倶楽部。

　『笠間情報』を共有して、交流人（外の目）と

笠
か さ ま び と

間人（内の目）が気兼ねなく交流できる場、そ

して、交流を重ねることで笠間に新しい何かを

生み出そうとするポジティブ集団、そんな倶楽

部にしていきたいと思います。

　

フ
ァ
ン
倶
楽
部
の
設
立
に
当
た

り
、
10
月
10
日
、「
フ
ァ
ン
倶
楽

部
キ
ッ
ク
オ
フ
記
念
イ
ベ
ン
ト
」

を
開
催
し
ま
す
。
内
容
は
、
華
道

家
で
、
フ
ァ
ン
倶
楽
部
会
員
で
も

あ
る
假
屋
崎
省
吾
さ
ん
が
、
笠
間

芸
術
の
森
公
園
や
笠
間
稲
荷
神
社

で
行
う
『
フ
ラ
ワ
ー
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
＆
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
』。

下
の
写
真
は
、
昨
年
、
假
屋
崎
さ

ん
が
笠
間
で
作
っ
た
オ
ブ
ジ
ェ
で
す
。

フ
ァ
ン
倶
楽
部

キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト

假屋崎 省吾さんが笠間で作ったオブジェ

　

笠
間
を
応
援
し
て
く
れ
る
フ
ァ

ン
倶
楽
部
の
人
た
ち
へ
、
笠
間
流

の
『
お
も
て
な
し
』
を
し
た
い
！

し
事
業
」
を
行
う
こ
と
な
ど
が
、

既
に
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

笠
間
フ
ァ
ン
倶
楽
部
事
務
局
で

　

笠
間
を
好
き
で

い
て
く
れ
る
気
持

ち
に
応
え
る
た
め
、

笠
間
人
と
し
て
で

き
る
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

　

ど
ん
な
こ
と
で

も
、
喜
ん
で
も
ら

え
る
も
の
な
ら
ば

よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
現
在
、

「
陶
の
小
径
」
商

店
会
の
ほ
か
各
施

は
、「
お
も
て
な

し
協
力
者
」
を
随

時
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
こ
の
取

組
に
共
感
し
て
く

だ
さ
る
方
は
、
ぜ

ひ
事
務
局
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

上
の
絵
図
は
、

笠
間
好
き
の
会
員

の
皆
さ
ん
に
贈
ら

れ
る
「
笠
間
フ
ァ

ン
倶
楽
部
会
員
カ

設
で
、
品
物
の
値
段
を
割
り
引
い

て
販
売
す
る
な
ど
の
「
お
も
て
な

ー
ド
」
で
す
。

笠間ファン倶楽部会員カード

会

員

募

集

笠
間
フ
ァ
ン
へ
の
お
も
て
な
し

問
合
せ
先
／／

〒
３
０
９
〜
１
６
９
８

笠
間
市
石
井
７
１
７

笠
間
市
役
所
商
工
観
光
課

笠
間
フ
ァ
ン
倶
楽
部
事
務
局

☎
（
72
）
１
１
１
１

FAX
（
72
）
９
５
９
１

Ｅ
メ
ー
ル
／／

kasam
afan@

city.kasam
a.

ibaraki.jp
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陶の筒灯りで月夜の幻想　第３回「十
い ざ よ い

六夜まつり」

陶の筒灯りが、幻想的な雰囲気を演出

笠間市に、アフリカ内陸部の都市「カサマ市」からお客様
　

７
月
22
日
、
ザ
ン
ビ
ア
共
和
国
北
部
州

副
知
事
（
中
央
政
府
副
大
臣
）
の
ガ
ブ
リ

エ
ル
・
カ
ウ
ン
ダ
さ
ん
と
３
人
の
同
行
者

が
、
笠
間
市
役
所
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

同
州
の
州
都
は
カ
サ
マ
（
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｍ

Ａ
）
市
で
、
発
音
も
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表

記
も
笠
間
市
と
同
じ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
、
同
名
の
自
治
体
が
他
国
に
も
あ
る
こ

と
を
知
り
、
愛
知
万
博
の
ザ
ン
ビ
ア
・
ナ

シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
に
合
わ
せ
て
訪
れ
ま
し
た
。

　

来
日
の
目
的
は
行
政
視
察
と
友
好
。
カ

ウ
ン
ダ
副
知
事
は
「
衛
生
管
理
や
教
育
行

政
に
つ
い
て
学
び
た
い
。
ま
た
、
今
後
も

交
流
を
深
め
た
い
」
と
し
て
、
特
産
の
コ

ー
ヒ
ー
豆
な
ど
を
お
土
産
に
持
参
。
訪
問

を
歓
迎
し
た
青
木
助
役
か
ら
は
笠
間
焼
が

贈
ら
れ
、
お
互
い
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

地元の特産品を交換するカウンダ副知事（右）と青木助役

Ｃ
部
門
（
中
学
生
）

◆
県
教
育
長
賞

　

塙　

直
之（
笠
間
中
１
年
）

　
《
鬼
う
さ
ぎ
》

　

８
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
の
三
日
間
、

笠
間
芸
術
の
森
公
園
に
程
近
い
「
陶
の
小こ

径み
ち

」
で
、
十
六
夜
ま
つ
り
（
主
催
▽
陶
の

小
径
商
店
会
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
笠
間
市
中
心
市
街

地
活
性
化
推
進
事
業
の
一
つ
と
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
、
今
年
で
３
回
目
。
地
元
の

陶
芸
家
や
窯
元
の
ほ
か
、
市
内
の
子
ど
も

た
ち
な
ど
が
制
作
し
た
約
４
０
０
本
の
陶

の
筒
灯
り
が
歩
道
に
並
べ
ら
れ
、
幻
想
的

な
夏
の
夜
を
演
出
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
、

抽
選
で
毎
日
20
本
の
筒
灯
り
が
来
場
者
に
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
う
ち
わ
が
浴
衣
姿
の
人
に
、

そ
れ
ぞ
れ
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
ほ
か
、
オ

カ
リ
ナ
や
胡こ

弓き
ゅ
う

の
演
奏
会
、
陶
芸
作
家
の

「
庭
先
レ
ス
ト
ラ
ン
」
な
ど
が
開
か
れ
、

静
か
な
夏
の
一
夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

第５回「全国こども陶芸展inかさま」　特別賞受賞作品を紹介（敬称略）

Ｃ
部
門
（
中
学
生
）

◆
笠
間
陶
器
協
同
組
合
理
事
長
賞

　

瀧
本　

等
（
南
中
１
年
）

　
《
魚
器
》

Ｂ
部
門（
小
学
４
〜
６
年
生
）

◆
笠
間
焼
協
同
組
合
理
事
長
賞

　

藤
枝　

利
樹（
南
小
５
年
）

　
《
不
思
議
な
フ
ラ
イ
パ
ン
》

Ｃ
部
門
（
中
学
生
）

◆
茨
城
新
聞
社
長
賞

　

塙　

真
瑞
（
東
中
３
年
）

　
《
生
命
の
躍
動
》


